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要　旨
　来る高齢多死時代を迎えるにあたり、行政・医療・福祉関係者は多様な療養の場で多様な疾患と複
雑な健康ニーズに対応するため、新たな医療の在り方を模索する一方で、さらなる知識と技術を獲得
するとともに、人々の望む生き方を叶える医療を提供するための新しい仕組みづくりが必要とされ
ている。
　２０１０年１０月、日本財団助成事業「エンド・オブ・ライフケア看護学」は千葉大学大学院看護学研究
科に日本で初めて看護学の新たな専門領域として誕生した。千葉大学では、２００７年から３年に渡り、
日本財団の助成により普遍教育教養展開科目「いのちを考える－医療の原点をみつめて」を開講して
きた。この科目開講は医療系の学問を専攻する学生はもちろん、医療以外の学問を専攻する学生に
とっても人間としての在り方の洞察、緩和ケア、終末期医療に関する知識の獲得と終末期にある人々
への理解の深まりという学びをもたらすこととなった。このような成果を礎に、専門科目において
さらに強化・発展させることをねらいとして、２０１０年には普遍教育のみならず、看護学士課程、看護
学博士前期課程における教育の実施と教育方法の開発、研究の推進のために再び、日本財団の助成を
受け、本事業が開始されることとなった。
　本稿では本事業の開始に当たり、２０１０年度の事業として実施した開講記念講演会の開催、英国視察
研修、並びに市民との相互交流を目指したホームページの公開までの活動を報告する。本講座は、多
様な活動を同時に推進しながら教育と研究、その成果発信という事業を推進していくが、絶えず事業
評価、年度ごとの事業の見直しをしながら、千葉大学大学院看護学研究科のみならず、千葉大学と地
域の人々と事業の有効活用をしつつ発展させていきたいと考える。
Ⅰ．事業開始の経緯と背景
　２０１０年度、日本財団の助成を受託し「領域横断
的エンド・オブ・ライフケア看護学の構築」の事
業が開始された。これまで終末期看護学は、がん
看護やホスピスケアに特化されて論じられてきた
が、近年、化学療法や集学的治療が急速に発展し、
がん医療に関する人々の意識の変化も大きく、が
んと共に生きるというこれまで以上に幅広い知識
と新たな生のとらえ方が求められていると考える。
また現実のケアの現場では高齢者の慢性疾患の増
加とともに、機能分化した医療や療養施設の有効
活用のために地域包括医療体制が求められ地域で
看取る体制も必要となっている。来る高齢多死時
代を迎えるにあたり、行政・医療・福祉関係者は
多様な療養の場で多様な疾患と複雑な健康ニーズ
に対応するため、新たな医療の在り方を模索する
一方で、さらなる知識と技術を獲得するとともに、
人々の望む生き方を叶える医療を提供するための
新しい仕組みづくりが必要とされている。
　千葉大学では、２００７年から３年に渡り、日本財
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団の助成により普遍教育教養展開科目「いのちを
考える－医療の原点をみつめて」を開講してきた。
この科目開講は医療系の学問を専攻する学生はも
ちろん、医療以外の学問を専攻する学生にとって
も人間としての在り方の洞察、緩和ケア、終末期
医療に関する知識の獲得と終末期にある人々への
理解の深まりという学びをもたらすこととなった。
このような成果を礎に、専門科目においてさらに
強化・発展させることをねらいとして、２０１０年に
は普遍教育のみならず、看護学士課程、看護学博
士前期課程における教育の実施と教育方法の開発、
研究の推進のために再び、日本財団の助成を受け、
本事業が開始されることとなった。
　本稿では本事業の開始に当たり、２０１０年度の事
業として実施した開講記念講演会の開催、英国視
察研修、並びに市民との相互交流を目指したホー
ムページの公開までの活動を報告する。
Ⅱ．事 業 目 的
　本事業の目的は、大きく２つである。まず第１
に看護基礎教育課程において生と死について深く
学び、死生観を身につけた看護職者の人材育成を
することである。もう１点はエンド・オブ・ライ
フケア看護学の確立と発信である。これらの目的
を達成するため、①情報の蓄積と発信、②研究、
③教育という３事業を柱に、２０１０年１０月からの半
年間を準備期間として、２０１１年度より５カ年計画
で、以下の５つの活動を推進していく予定である。
１．エンド・オブ・ライフケアに関する情報収集・
蓄積
２．地域社会に向けた啓発普及のための発信と相
互交流の推進
３．エンド・オブ・ライフケア看護学研究の推進
４．看護学基礎教育におけるエンド・オブ・ライ
フケア看護学教育の実施と評価
５．大学院教育におけるエンド・オブ・ライフケ
ア看護学の実践・教育・研究の統合
　これら５つの活動推進のもとに最終年度には、
日本型エンド・オブ・ライフケア看護学の確立の
礎を築きたいと考える。特に、看護学研究におい
ては、領域横断的な学際的研究チームを構成し、
国内外の先駆的な研究者とのネットワークを図る
ことによって、生活文化に即したエンド・オブ・
ライフケア看護実践モデルの開発を目指している。
　この研究知見を活かし、看護学基礎教育におい
ては、教養科目、専門科目、大学院教育と連動し
たエンド・オブ・ライフケア看護学の教育方法の
開発を先駆的に行い、多くの看護系大学で活用で
きるエンド・オブ・ライフケア看護学の教授内容
や方法に資する成果を集積したいと考えている。
さらに基礎教育のみならず、継続教育にも連動さ
せた教育プログラムとシステムを構築し、臨床現
場の最前線で活躍する看護師のエンド・オブ・ラ
イフケア看護実践能力を育成することをめざして
いきたいと考えている。
　このような事業展開のもとで、千葉大学大学院
看護学研究科に置かれた本事業は我が国における
エンド・オブ・ライフケア看護学を先導し、看護
実践・教育・研究を推進する拠点となることを目
指すものである。
　本講座が目指す領域横断的なエンド・オブ・ラ
イフケア看護学とは、がん、慢性疾患や難病の終
末像等の多様な臨床現場における生と死について
考え、子どもから高齢者に至るあらゆる発達段階
にある人の人生の終生期・晩年期を包括的にとら
えた看護のあり方を追究する学問を意味する。ゆ
えに、このエンド・オブ・ライフケア看護学は新
たな看護学領域としてこれまでの看護学専門領域
に共通する領域横断的な視座を探求するものであ
り、変化する社会に対応すべく先駆的な看護学領
域の拡大と発展に資すると考える。
Ⅲ．開講記念講演会の開催と評価
１．開講記念講演会の概要
　本事業の開講記念講演会の開催は、キック・オ
フ講演会と称し、初めての事業として２０１１年３月
５日（土）に千葉大学亥鼻キャンパスにある「看
護学部講義・実習室」で開催された。本講演会の
目的は、「あらゆる疾患や年齢層の人々の人生の
終生期・晩年期を包括的にとらえた看護の在り方
を追求するために開かれたエンド・オブ・ライフ
ケア看護学の看護教育及び看護研究を中心として
目指すところを広く提示すること」である。当日
のプログラムを表１に示す。
　広報活動は主に千葉県内の行政機関、保健・医
療・福祉機関、看護基礎教育機関、看護協会やそ
の他協議会等へのパンフレット送付、看護学研究
科HP に掲載した。準備期間が２か月、広報開始
が１か月前という短期間であった。しかし、講演
会数日前から参加申し込みが増え、当日は学内外
を含め約７０名の参加があった。学外からの参加者
は３５名でその内訳は医療職１１名（看護師５名、他
６名）、教員職４名、福祉職３名、学生３名（大学
院生１名、学部学生２名）、保健職１名、その他１３
名（出版社等３名、他９名）であった。学内から
は３５名で教員や大学院生、学部生が参加した。
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　講演に先立ち正木治恵研究科長からは本講座開
講にあたり、本講座を必要とする看護学的意義が
語られ、日本の文化に根差したエンド・オブ・ラ
イフケア看護学の構築とその先導に向けて議論が
交わされることへの期待が述べられた。また、日
本財団常務理事である三浦一郎氏は、この事業は
日野原重明氏と山崎章郎氏の講義に始まり、本講
座はその延長線上にあると述べられた。これまで
の積み重ねによって必然的に生まれたものとして、
日本財団の事業としてもプロジェクトの一環とし
て位置づけられていると述べ、この事業に寄せる
期待が語られた。
　講演会プログラムは、本事業の開始に深く関
わった眞嶋朋子教授より本講座開講までの経緯に
ついて説明がされた後、エンド・オブ・ライフケ
ア看護学講座を担う３名の教員がそれぞれに着任
に際して、本事業に臨む抱負が語られた。詳細な
講演内容は報告書１）を参照されたい。
　講演後の質疑では、今後の講座の事業推進への
期待とエンド・オブ・ライフケアという考え方の
重要性が確認された。
２．開講記念講演会への評価
　講演会では資料と共に参加者アンケートが配布
され、終了後に回収された。参加者７０名のうち３９
名から回答が得られた。集計の結果、《講演内容
で興味を感じたことや、ご意見、感想》に記載さ
れた内容は、大きく２つに分類された。その分類
名を＜＞で示す。まず１つは、＜エンド・オブ・
ライフケア看護学が立ち上がったことの喜び＞で
「一つの専門領域分野として看護学講座が立ち上
がったことが嬉しい」「エンド・オブ・ライフケ
アの考え方自体に関心があったので、講座開設を
素晴らしいと思う。特に領域横断的エンド・オブ・
ライフケアが重要と考えたので今後の活動を期待
している」「胃ろうや在宅療養などの多くの判断、
医療側の立場と患者の思いのくい違い等々、これ
らに対する疑問や不安を解決する道がやっと考え
られる学問ができたと思う」などが寄せられた。
もう一点は、＜エンド・オブ・ライフケアの対象
について＞で、「エンド・オブ・ライフケアは全
ての年齢において展開されることは当然のことだ
がそれが包括的に行っていくべきということ」「が
ん以外の人も対象となることが明確にされている
ことに今後の関わりに明るい見通しを感じた」な
ど、対象の幅の広さについて実感した感想が寄せ
られた。
　次の質問項目《エンド・オブ・ライフケアにつ
いて抱いたイメージ》では、「人生の終わりを充実
させたいという生き生きした感じ」「自然で明るい、
そのままを受け入れるという肯定的なイメージが
わく」「穏やかで前向きというイメージ」など、
＜明るい前向きなイメージ＞が寄せられた。反対
に、「死は自然なものであるが医療者ではない人
にとっては悲しみの強いものだろう」「静」「温か
いイメージがありつつも、どこか遠いところにあ
るイメージ」など＜「静」「悲しみ」「終わり」「遠
い」イメージ＞も記載されていた。さらに、「終生
期にある患者、家族の希望を支えるケア」「疾患や
年齢、原因に問わず、人生の最期に向かっている
人やその家族がその人らしく生きるために必要と
する全てのケア」「がんに限らず、全ての人々への
ケアであり広いものである。自分らしく生き抜く
ための手助けや導きとなるもの」など＜幅広い対
表１　エンド・オブ・ライフケア看護学開講記念講演会プログラム
２０１１年３月５日（土）日　時
千葉大学大学院看護学研究科　２階　講義・実習室場　所
受付１４：００～
正木治恵
看護学研究科長
開会の挨拶１４：３０
眞嶋朋子教授普遍教育における「いのちを考える」の科目開講から、
エンド・オブ・ライフケア看護学講座開講までの経緯
１４：３５
長江弘子特任教授エンド・オブ・ライフケア看護学講座のめざすもの１５：００
和泉成子特任教授エンド・オブ・ライフケアの実践知を示すアプローチ
＜ビデオレター講演＞
櫻井智穂子特任講師患者と家族を中心としたエンド・オブ・ライフケア
質疑応答・討議１６：３０
閉会１７：００
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象を支えるケア＞と理解した記述がみられた。最
後に、「人生のエンドステージの選択。自分で選
択できることによる充実、家族に悔いを残させな
い責任」「自分の人生を決める。当事者主体」な
どの記載がみられ、積極的に生と死を考える姿勢
として＜人生の選択、責任＞という内容がみられ
た。
　これらの回答は興味深い記述であり、今回の講
演会の開催によって、参加者それぞれの考えや思
いを新たにすることやこれまで考えていたことを
確認する機会ともなったことが伺えた。今後もこ
のような講演会の機会をもち、エンド・オブ・ラ
イフケアの考え方をともに考え共有化していく場
として、活用していくことが必要である。
Ⅳ．英国の緩和ケアの視察と学び
１．視察の概要
　終末期医療の先進国であるイギリスにおけるエ
ンド・オブ・ライフケアについて学ぶため、３月
９日（水）から１１日（金）の３日間ウェールズ南
部にあるブリジェンドのPrincess of Wales 
Hospital & Hospice、工業都市スウォンジーにあ
るMaggie’s SwanseaとSwansea Universityを訪
問した。そして、都市型の緩和ケア病院と
Clinical Nurse Specialist（CNS：クリニカルナー
ススペシャリスト、以下CNSとする）の働きを学
ぶためロンドンのCharing Cross Hospital と
St’ John’s Hospital, Maggie’s Londonに１４日
（月）、１５日（火）の２日間、訪問し、多職種協働
緩和ケアチームカンファレンスに参加した。
２．視察での学び
　学びは数多くあったが、なかでも緩和ケアを専門と
するCNSの活動は今後、本事業における人材育成
のモデルとして考えられ、貴重な学びであった。し
かもCNSは資格ではなく役割であり、その看護師の
持つ実践能力に見合った役職であるという点が日本
とは大きく異なることである。地方都市、南ウェール
ズでは、地域包括型のケアシステムがあり、その中
心は看護師である２）。Princess of Wales病院では
Specialist Paliative Care Community Team
（SPCT：地域緩和ケアスペシャリストチーム、以
下SPCTとする）が活動している。その支援の目
的は、人々ができるだけ長く希望する場所で過ご
し、また希望する場所で死ぬことができるように
すること、そして終末期のクオリティオブライフ
の向上である。チームは病院の管轄地域を中心と
してケアサービスを提供しているが、緩和ケアの
専門的なサービスが存在しない地域からの患者紹
介や依頼にも対応している。チームはまた、病院、
ナーシングホーム、患者の自宅等、療養の場所に関
わりなく、直接的な治療やケアに携わる医師、看護職
者、その他のケア提供者と連携を取りながら活動し
ている。その内容は、症状マネジメント、患者と家族
の心理的サポ トー、診断に関連した情報提供と教育
等である。SPCTの構成メンバーの中には、
Macmilan Clinical Nurse Manager（マクミラン
クリニカルナースマネジャー）をはじめ、
Consultant in Paliative Care（緩和ケアコンサル
タント）、Clinical Specialist in Community（地域
クリニカルスペシャリスト）、Macmilan Clinical 
Nurse Specialist（マクミランクリニカルナースス
ペシャリスト）、そしてスタッフナース等、多様な看
護職者が存在し各 の々役割を遂行している。その他
の職種には、緩和ケア医師、運動療法士、作業療法
士、代替療法士、チャプレン等が含まれている。
Clinical Specialist in CommunityとMacmilan 
Clinical Nurse Specialistは緩和ケアのスペシャ
リストであり、患者への直接的なケアよりも、患
者、家族、General Practitioner（GP：家庭医／
総合医）、コミュニティナース、ソーシャルサービ
スのスタッフらに対し助言や指導を行うコンサル
テーションが中心である。このような仕組みは、
イギリス全体で共通しているが地方ごとに特色が
あるという。やはり、その地域の特色に応じて支
援体制が構築されることが重要であると確認でき
た。
　もう一つの学びは、大学と現場の臨床看護師と
の協働で緩和ケアスペシャリストの教育を行って
いることである３）。もちろん、イギリス全土で正
式な継続教育カリキュラムとして大学に置かれて
おり、職場の上司の推薦があれば、試験はなく受
講でき、看護師で意欲があれば誰でも通学するこ
とができるのである。大学での教育方法としては、
リフレクティブ・ラーニング、work based ラー
ニング、アクション・ラーニングを活用している。
臨床看護師を効果的に教育するための方法として、
実践を振り返りエッセイやケーススタディを書き、
それを発表し、クリティークするなどが行われて
いる。緩和ケアの教育において最も重要なのはコ
ミュニケーションであり、こうした実践における
自分の行為や患者・家族とのやり取りを客観視す
ることが重要ということである。
　以上のような研修での学びは、本事業の中で展
開する看護学士課程の科目や継続教育プログラム
の考案に活用できると考える。 
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Ⅴ．市民と専門家との相互交流を目指したHP作
成と公開
　エンド・オブ・ライフケア看護学開講４カ月目
にあたる２０１１年４月２8日（土）に、千葉大学大学
院看護学研究科のHP上にサイトを開設した。こ
のホームページサイトでは、講座の紹介やエン
ド・オブ・ライフケアの最新情報を発信すると共
に、閲覧者からの意見や疑問を集め、Web上で専
門家どうし、当事者（患者・家族）どうしなど人々
の相互の交流が可能な場として提供することを目
的としている。そのため、「語りの広場」という
ページを特色あるページとして位置付けている。
そして、画面いっぱいの青空と雲、山、風という
自然の風景と癒しの花々、そこにたたずむイギリ
スのホスピス「家：Home」は心休まる暮らしや
自分らしく過ごせる住まいという象徴として写真
を挿入した。
　我々からのエンド・オブ・ライフケア看護学の
メッセージとして、「大事な人と過ごす時間を大
切にしたい」「そんな思いを叶える看護がある」「一
日一日を私らしく生きる」３つの語りかけをして
いる。
　現在、講演会の内容や事業計画、着任した教員
の紹介などが主になっている。HPを通じて講座
への問い合わせや普遍教育科目への関心、大学院
の受験相談など寄せられ、人々の関心の高さを感
じている。その他、HPの構成は「エンド・オブ・
ライフケアの考え方」「エンド・オブ・ライフケ
ア最新ニュース」「エンド・オブ・ライフケア看
護学への千葉大学の取組」となっており、随時内
容を更新している。未だ、新しい「エンド・オ
ブ・ライフケア」という言葉の意味や人々の考え
方を広く集め、共有するためのツールとして活用
していく予定である。
Ⅵ．今後の活動に向けて
　本講座は、以上のような期待の中で多様な活動
を同時に推進しながら教育と研究、その成果発信
という事業を推進していくことになる。半年ごと
の事業評価に加え、年度ごとの事業の見直しをし
ながら、千葉大学大学院看護学研究科のみならず、
千葉大学と地域の人々と事業の有効活用をしつつ
発展させていきたいと考える。 
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